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(57)【要約】
【課題】閉止装置において、更に高い確実性が保証され
るものを創り出すことである。
【解決手段】本発明は、位置固定的部分（２）と、その
上に変異可能に取り付けられた部分（３）とを含む閉止
装置であり、この変異可能な部分（３）を解放するため
に、キー（１９）により各タンブラー（Ｚ１～Ｚ５）が
整合配置される。上記タンブラー（Ｚ１～Ｚ５）は拘止
部材（１４、２７、３３）によって拘止位置に維持され
る。これら拘止部材（１４、２７、３３）はそれらタン
ブラー（Ｚ１～Ｚ５）を解放するために、或る電子制御
装置（１６）を介して制御され得る駆動装置（１３、２
３、３０）により調節することができる。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
位置固定的部分（２、３８、３９）並びにこれに設けられた可動的部分（３、４０）を有
し、上記可動的部分（３）の解放のためにキー（１９）により整合配置させることのでき
るいくつかのタンブラー（Ｚ１～Ｚ５）を備えた閉止装置において、それらタンブラー（
Ｚ１～Ｚ５、Ｚ６～Ｚ８、Ｚ９～Ｚ１１）が或る拘止部材（１４、２７、３３、４１、４
２）により或る拘止位置に保持されており、そしてこの拘止部材（１４、２７、３３、４
１、４２）が各前記タンブラー（Ｚ１～Ｚ５、Ｚ６～Ｚ８、Ｚ９～Ｚ１１）の解放のため
に、或る電子的制御装置（１６）により操作することのできる駆動装置（１３、２３、３
０）によって位置調節可能であり、固定子（３８、３９）と回転子（４０）とを有する閉
止シリンダー（Ｓ、Ｓ’）として構成されていることを特徴とする、上記閉止装置。
【請求項２】
前記拘止部材（１４、４２）が回転子（４０）のキー溝（４９）の中に嵌め込まれており
、そしてこの拘止部材（１４、４２）が少なくとも１つのタンブラー（Ｚ６、Ｚ８；Ｚ９
、Ｚ１１）を拘止することを特徴とする、請求項１に従う閉止装置。
【請求項３】
回転子（４０）を繋止する繋止要素（５２、６５）が設けられていることを特徴とする、
請求項１又は２に従う閉止装置。
【請求項４】
繋止要素（５２、６５）が拘止部材（１４、４２）と協働することを特徴とする、請求項
３に従う閉止装置。
【請求項５】
タンブラー（Ｚ１～Ｚ５）がそれぞれ１個の内側ピン（８）を有し、これが拘止された状
態において上記拘止部材（１４、２７、３３）に当接することを特徴とする、請求項１に
従う閉止装置。
【請求項６】
　拘止部材（１４）を直接モータ（１３）により２つの位置の間でスライドさせることが
できることを特徴とする、請求項１又は５に従う閉止装置。
【請求項７】
拘止部材（１４）がくり抜き部、中でも穿孔（１５）を備え、この中に、拘止解除された
位置において、各タンブラー（Ｚ１～Ｚ５）の内側ピン（８）が嵌入することを特徴とす
る、請求項１又は５又は６に従う閉止装置。
【請求項８】
前記拘止部材（２７、３３）が各タンブラー（Ｚ１～Ｚ５）の拘止解除のためにこれらか
ら離れるように動くことができることを特徴とする、請求項１又は５ないし７の一つに従
う閉止装置。
【請求項９】
前記拘止部材（２７、３３）が偏心器（２６、３１）を用いてスライド可能であることを
特徴とする、請求項８に従う閉止装置。
【請求項１０】
各タンブラー（Ｚ１～Ｚ５）がそれぞれ一つの外側面（３６）を有し、これが、拘止され
ている状態において、スライダー（３）の外側面（１１）と整列していることを特徴とす
る、請求項１又は５ないし９の一つに従う閉止装置。
【請求項１１】
スライダー（３）が被覆板であることを特徴とする、請求項１又は５ないし１０の一つに
従う閉止装置。
【請求項１２】
拘止部材（１４、１７、３３）が、ロックボルトとして構成されていることを特徴とする
、請求項１又は５ないし１１の一つに従う閉止装置。
【請求項１３】
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拘止部材（１４、１７、３３）が、位置固定的部分（２）のくり抜き部（１２、２８、３
４）の中にスライド可能に設けられていることを特徴とする、請求項１２に従う閉止装置
。
 
 
 
 
 
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
本発明は閉止装置に関し、これは固定部材と、この閉止装置に取り付けられた可動部材と
、及びキーによって上記可動部材を解放するように整合配置させることのできるいくつか
のタンブラーとを備えている。
【背景技術】
【０００２】
この類の閉止装置の１つが特許文献１（国際特許出願ＷＯ０３／１０４５８９）から既に
公知となっている。このものは掩覆装置として構成されており、そして或る第１位置と第
２位置との間をスライドできるように設けられた被覆板を備えている。その第２位置にお
いて或る作動機構、例えば閉止シリンダーが解放される。被覆板を拘止するためにいくつ
かのタンブラーが設けられており、これらはキーによって解放整合位置に配置させること
ができる。添付の図１０に示した実施例では、拘止された状態において被覆板の穿孔の中
に嵌入するようなピンが設けられている。このピンは被覆板が拘止解除される位置へモー
タによってスライドさせることができる。このモータは電池によって電力供給し、そして
非接触で制御することができる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】ＷＯ０３／１０４５８９
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
本発明は、上述の類の閉止装置において更に高い確実性が保証されるものを創り出すと言
う課題を基礎とするものである。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
この課題は本願特許請求の範囲第１項に従い、それらタンブラーが或る拘止要素によって
拘止位置に保持されており、そしてこの拘止要素は電子的制御装置を介して制御され得る
或る駆動部材によってそれらタンブラーを解放するように位置調節することができるよう
にすることにより解決される。
【０００６】
本発明に従う閉止装置において各タンブラーは、これらがその拘止要素の位置調節により
拘止解除された後ではじめて整合位置に配置されることができる。この拘止解除は上記駆
動部材を制御することによって行なわれる。この駆動部材は例えば非接触で制御できるマ
イクロモータである。このマイクロモータを制御するためのコードは例えば上記制御装置
の或る位置固定的部分に設けられたトランスポンダの中に記録されている。
【０００７】
キーは好ましくはメカトロニックなキーであって各タンブラーを整合位置に配置させるた
めの各制御面と、及び前記モータを対応的信号により制御することができるような回路チ
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ップとを有している。その可動部分、中でも被覆板或いはこれに類するものを拘止解除さ
せることができるためには、まずそのモータの制御を開始し、次いで各タンブラーを整合
位置に配置させなければならない。
【０００８】
本発明の実施例の一つによれば、各タンブラーは拘止された状態においてそれぞれ或る外
側表面が上記可動部分の或る外側表面と整列している。これは、一方において、各タンブ
ラーが可動な破壊活動に関して直ちにこれを認知でき、そして他方において、それらの機
能の阻害されることが少ないという本質的な利点を有している。
【０００９】
本発明の別な実施例によれば、その拘止要素はスライダー又はロックボルトとして構成さ
れており、そして拘止解除された状態において各タンブラーのピンを受けることができる
それぞれのくり抜き部を有している。この拘止要素は好ましくは或る適当なモータによっ
て直接その拘止位置と解放位置との間でスライドされる。好ましくはこの拘止要素は或る
くり抜き部、中でも位置固定的部分のスリットの中にスライド可能に収容されている。 
【００１０】
本発明の更に別な実施例によれば、拘止要素はそれらタンブラーの長手方向に例えば偏心
器を用いてスライドさせることができる。このスライドは実施例の一つによれば拘止要素
のスリットの中に係合する或る偏心カムによって行われる。本発明の実施例の一つによれ
ば、２個の偏心ローラが設けられており、これらが拘止要素に係合する。
【００１１】
本発明に従う制御装置は中でも掩覆装置の中に配置されるが、他の応用例を考えることも
できる。他の有利な諸特徴は各従属特許請求項の記載、以下にあげる明細書の記述及び添
付の図面から明らかである。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】本発明に従う閉止装置の背面側を図式的に示した図である。
【図２】本発明に従う閉止装置の狭幅側の側面図である。
【図３】本発明の閉止装置をよぎる部分断面を各タンブラーが拘止位置にある状態で図式
的に示した図である。
【図４】図３に従う部分断面を各タンブラーが解放位置に整合配置されている状態を示図
である。
【図５】本発明の閉止装置の別な態様のものをよぎる部分断面図である。
【図６】図５に従う部分断面図において各タンブラーが解放位置に整合配置されている状
態を示した図である。
【図７】更に別な態様の閉止装置をよぎる部分断面図である。
【図８】図７に従う部分断面図において各タンブラーが解放位置に整合配置されている状
態を示した図である。
【図９】別な態様の閉止装置をよぎる断面図である。
【図１０】更になお別な態様の閉止装置をよぎる断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　以下に、本発明の諸実施例を添付の図面の参照のもとに詳細に説明する。添付の図面に
おいて、図１は閉止装置１を示し、これは、例えば電子ボックスのようなボックスに取り
付けられている位置固定的部分としてハウジング２を有している。このハウジング２は、
図示されていない閉止シリンダーを収容するための円形のくり抜き部４を有している。こ
のハウジング２にはスライド可能にスライダー３が中でも掩覆板として取り付けられてい
る。図１に示した位置においてスライダー３はくり抜き部もしくは開口４を覆っており、
また従ってその中へ突き出た閉止シリンダーを覆っている。この閉止シリンダーには従っ
てアクセス不可能であって侵害作用に対して防護されている。
【００１４】
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スライダー３はタンブラーＺ１～Ｚ５によって閉止位置に確保されている。ここに図示さ
れている各実施例においては５個のタンブラーが設けられているが、より多くの、又はよ
り少ないタンブラーが設けられていてもよい。図２によれば、タンブラーＺ１～Ｚ５は本
質的に或る一つの線の上に配置されている。これらはそれぞれ外側ピン７、内側ピン８及
びこの内側ピン８を半径方向外向きに付勢するばね１０よりなっている。外側ピン７と内
側ピン８との間にそれぞれ１つの分離面Ｔが存在し、これはそれぞれスライダー３の領域
内にある。
【００１５】
内側ピン８はそれぞれ、ハウジング２とスライダー３との間の隔離面ＴＳを超えて延び出
している。従って、このスライダー３はハウジング２に対してそれら内側ピン８によって
拘止されている。内側ピン８は段付きボルトであって、それぞれハウジング２の穿孔９の
中に収容されている。外側ピン７はスライダー３の対応する穿孔の中に配置されていてそ
れぞれ穿孔６の中に嵌入している。これら穿孔６はスライダー３の対応するくり抜き部の
中に嵌め込まれた板状挿入片２１の中に形成されている。しかしながら、それら穿孔６は
スイライダー３の中に直接形成されていてもよい。
【００１６】
各外側ピン７は、それぞれスライダー３の外側面１１と整列している外側面３６を有する
。この外側面１１は好ましくはスライダー３の狭幅側に設けられているのがよい。この狭
幅側は図２に見ることができる。
【００１７】
各タンブラーＺ１～Ｚ５は拘止部材１４によって拘止されている。この拘止部材１４はス
ライダー又はロックボルトとして構成されており、そして図１ではハウジング２のくり抜
き部１２の中にスライド可能に収容されている。図示の位置において内側ピン８は先端面
３７が上記拘止部材１４に当接している。従って、タンブラーＺ１及びＺ５はこの拘止部
材１４の位置において動くことができない。
【００１８】
各タンブラーＺ１～Ｚ５を拘止離脱させるために拘止部材１４を図３に示す位置に左方へ
スライドさせることができる。この移動は図３において矢印１８により示されている。こ
の位置において拘止部材１４の各穿孔１５は、各内側ピン８がこれらの穿孔１５の中に嵌
合できるように位置決めされている。拘止部材１４をこの位置へもたらすためにモータ１
３が設けられているが、これも同様にハウジング２の中でくり抜き部１２の中に収容され
ており、そして図示されていない電池から電力供給されて導線１７を介して制御すること
ができる。モータ１３の作動は対応するコードが入力されている公知の電子装置１６を介
して行われる。
【００１９】
拘止部材１４が図３に示されている位置にスライドされているときは各タンブラーＺ１～
Ｚ５は、キー１９によって解放位置へ整合配置させることができる。これに適したキーの
一つが前述した国際特許出願ＷＯ０３／１０４５８９に開示されている。キー１９はピン
２０を有し、これらのピンも同様に或る一つの線の上に配置されていて各穿孔６の中に導
入されることができる。各ピン２０は異なった長さ、つまり各タンブラーＺ１～Ｚ５が解
放位置に整合配置されることができるような長さを有している。この整合配置された状態
において、前述した各分離面Ｔは隔離面ＴＳの上にある。
【００２０】
図４では各タンブラーＺ１～Ｚ５は整合配置された位置で示されている。従ってスライダ
ー３は解放状態に有り、そして図４において左方へ、開口４又はその中に配置された閉止
シリンダーが自由にアクセス可能になるまでスライドさせることができる。閉止シリンダ
ーは、キー溝を有してその中にキー１９の図示されていないキー軸を差し込んで閉止シリ
ンダーを解放させることができるような通常の閉止シリンダーであることができる。
【００２１】
このキー軸は例えば、それぞれの制御面を有してそれらにより閉止シリンダーの各タンブ
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ラーが解放位置に整合配置されるようなそれぞれの穿孔を有している。従ってキー１９は
この場合３つの閉止コードを有し、その第１のものはモータ１３の制御用、その第２のも
のは各タンブラーＺ１～Ｚ５の整合配置用、そしてその第３のものはこの閉止シリンダー
の整合配置用のものである。
【００２２】
図５及び６は閉止装置１’を示すが、これも同様にタンブラーＺ１～Ｚ５を有している。
これらのタンブラーＺ１～Ｚ５を拘止するために拘止部材２７が設けられているが、これ
は或るくり抜き部２８の中でスライド可能である。この拘止部材２７をスライドさせるた
めにモータ２３により駆動される２つの偏心器２６が設けられている。図５においては拘
止部材２７は各タンブラーＺ１～Ｚ５が解放状態にある位置で示されている。
【００２３】
各偏心器２６をそれぞれ矢印２５に従って１８０°旋回させたならば拘止部材２７はこれ
が各内側ピン８に当接するまで上向きにスライドされる。このとき各タンブラーＺ１～Ｚ
５は拘止されている。偏心器２６をスライドさせるためにモータ２３のローラを矢印２４
に従って逆方向へ回転させる。モータ２３の偏心器２６との噛み合いは摩擦によるか、又
は図示されていない噛み合い歯によって行なわれる。このモータ２３はモータ１３と同様
に適当な制御手段により非接触で制御される。
【００２４】
閉止装置１’の各タンブラーＺ１～Ｚ５が拘止解除されているときに、これらはスライダ
ー３を解放するために同様にキー１９により整合配置される。この場合、各タンブラーＺ
１～Ｚ５は図６では矢印２９の方向へスライドされる。明らかなように、この場合、各内
側ピン８はそれぞれ先端がくり抜き部２８の中へ嵌合する。
【００２５】
図７及び図８は閉止装置１”を示すが、これには、拘止部材２７と同様に２つの位置の間
でスライドできる拘止部材３３が設けられている。この拘止部材３３は、くり抜き部３４
の中に収容されており、そしてスリット３２を有して、この中に偏心カム３１が嵌合する
。このカム３１をモータ３０により回転させることにより拘止部材３３がスライドされる
。図７及び図８においてこの拘止部材３３はそれぞれ拘止解除された位置で示されている
。図８では各タンブラーＺ１～Ｚ５はキー１９により整合配置されている。モータ３０の
制御はここでは上記に説明したと同様に行なわれる。
【００２６】
図９は安全錠用の閉止シリンダーＳを断面図で示すが、このシリンダーは公知の態様で固
定子３８を有し、この中に回転子４０が支承されている。このものはタンブラーＺ６、Ｚ
７及びＺ８を有し、これらはそれぞれ圧縮ばね４４、ハウジングピン４５及びコアピン４
６を備えている。各ばね４４及びハウジングピン４５は公知の態様でそれぞれスライダー
４３の中に支承されている。タンブラーＺ６及びＺ８のコアピン４６はそれぞれ尖端部４
８を有し、これはキー溝４９の中へ突出し、そして図示されていない或る板キーの各制御
面と協働する。
【００２７】
これらのタンブラーＺ６及びＺ８の各コアピン４６はそれぞれ尖端部４８の背後に周縁を
取り巻く溝４７を有している。これら両方の周縁溝の中へキー溝４９の中に嵌め込まれて
いる拘止部材４１が下方から嵌合する。この、断面においてＵ字形の拘止部材４１は、回
転子４０の解放のためにキー溝４９の中へ挿入されるキーのシャフトを受けるためのくり
抜き部５１を有している。
【００２８】
拘止部材４１は、図に見られるようにキー溝４９の中へ突出する繋止要素５２に当接する
。この繋止要素５２は更に固定子３８のくり抜き部６７の中へ延び込み、そして或る支持
部材５７の中に回転可能に支承されている制御器５３に当接する。この支持部材５７はシ
リンダサック５９のくり抜き部６０の中に存在する。圧縮ばね５６が制御器５３に支持さ
れて繋止要素５２を拘止部材４１に対して押し付ける。この押圧により拘止部材４１は図
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９に示す位置に保持される。
【００２９】
制御器５３は円筒形の外周面５４と、当接面６８を有する陥凹部５５とを有している。制
御器５３は図示されていないモータ、例えばシリンダサック５９の中に収容された電気モ
ータにより或る軸線Ａの周りに両矢印５８の方向へ回動させることができる。制御器５３
が図９に示す位置にあるときは、繋止要素５２は前記外周面５４に当接しており、そして
図９において上向きにも下向きにも動かすことができない。次に、制御器５３を図９にお
いて時計回り方向へ９０°回転させたならば、陥凹部５５は繋止要素５２の下方に存在す
る。
【００３０】
次に、制御器５３のこの旋回位置においてキー溝４９の中にキーが差し込まれたならば、
ばね５６の反作用力に抗して拘止部材４１は下方へ動かされる。この動きによって繋止要
素５２は同じ方向へ同じ長さだけ下向きに動かされ、その際、これは陥凹部５５の中へ嵌
合する。この動きによって、一方において回転子４０の繋止要素５２による繋止が、そし
て他方においてコアピン４６の拘止部材４１による拘止が阻止される。
【００３１】
回転子４０及びタンブラーＺ６とＺ８の両コアピン４６は拘止解除されており、そしてそ
れによりタンブラーＺ６、Ｚ７及びＺ８はキーによって整合配置されて回転子４０は錠の
作動のために旋回させることができる。キーが引き抜かれると、ばね５６の張力によって
繋止要素５２及び拘止部材４１は再び図９に示した上方位置へ動かされる。次に、制御器
５３が図９に示す旋回位置へ反時計回り方向に９０°回動されると回転子４０及びタンブ
ラーＺ1 とＺ８との各コアピン４６は再び拘止されている。
【００３２】
この拘止された位置において上記の各コアピン４６は外向きにも内向きにも動かすことが
できない。更に、回転子４０は固定子３８とともに繋止要素５２により拘止されている。
制御器５３の上述の両位置の間での回動は図示されていないモータにより前述したように
行なわれる。このモータは図示されていない操作装置によって操作される。この操作も非
接触で行なうことがきる。
【００３３】
図１０は、タンブラーＺ９、Ｚ１０及びＺ１１を有する閉止シリンダーＳ’を示す。この
閉止シリンダーＳ’も同様に固定子３９と、キー溝４９が設けられた回転子４０とを有す
る。このキー溝４９の中に拘止部材４２が挿入されているが、これはその上側縁６４がタ
ンブラーＺ９及びＺ１１のコアピン６１及び６２に当接しており、そしてそれによりこれ
ら両コアピンを図示の拘止位置において外方向へ拘止している。コアピン６１と６２とは
それぞれ回転子４０と固定子３８との間の剪断面を越えて延びており、従って回転子４０
は回転できない。他のタンブラー６３は通常のように構成されていることができる。
【００３４】
拘止部材４２は、回転子４０を図示の位置において固定子３９に対して繋止する或る繋止
要素６５に当接する。この繋止要素６５は図９について説明したと同様に、ここには図示
されていない或る制御器５３と協働する。従って繋止要素６５は非可動的に、又は可動的
に下方向へ退避することができる。繋止要素６５が非可動であるときは対応的に拘止部材
４２も動くことができない。コアピン６１及び６２も対応的に内向きに動くことができず
、従って回転子４０を解放することは不可能である。
【００３５】
制御器５３が、繋止要素６５をばね６６の逆作用力に抗して下方向へ動かすことができる
位置にあるときは、図示されてないキーをキー溝４９の中へ挿入したときに拘止部材４２
が下向きに動かされ、それにより両コアピン６１と６２とは拘止解除される。キーを引き
抜いたときに、拘止部材４２及び繋止要素６５はばね６６によって図１０に示した位置へ
上向きに動かされる。制御器５３の対応的な回動によって繋止要素６５は再び固定される
。
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【産業上の利用可能性】
【００３６】
以上から明らかなように、タンブラーが或る拘止要素によって拘止位置に保持されており
、そしてこの拘止要素は電子的制御装置を介して制御される或る駆動部材によってそれら
タンブラーを解放するように位置調節することができるため、当該閉止装置において更に
高い確実性が保証されることになる。
【符号の説明】
【００３７】
１、１’、１”：閉止装置
２：ハウジング
３、４３：スライダー
４、１２、２８、３４、５１、６０、６７：くり抜き部
５：側壁
６、９、１５：穿孔
７：外側ピン
８：内側ピン
１０、４４、５６、６６：ばね
１１：外側表面
１３、２３、３０：モータ
１４、２７、３３、４１、４２：拘止部材
１６：電子装置
１７：導線
１８、２２、２４、２５、２９、３５：矢印
１９：キー
２０：ピン
２１：挿入片
２６：偏心器
３１：偏心カム
３２：スリット
３６：外側面
３７：先端面
３８、３９：固定子
４０：回転子
４５：ハウジングピン
４６、６１、６２、６３：コアピン
４７：溝
４８：尖端部
４９：キー溝
５０：剪断面
５２、６５：繋止要素
５３：制御器
５４：外周面
５５：陥凹部
５７：支持部材
５８：両矢印
５９：シリンダサック
６４：上側縁
６８：当接面
Ａ：軸線
Ｓ、Ｓ' ：閉止シリンダー
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ＴＳ：隔離面
Ｚ１～Ｚ１１：タンブラー
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